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３
月
24
日
、
地
方
本
部
は
第
１
７

０
回
拡
大
地
方
委
員
会
（
3/7
）

を
受
け

て
、
第
３
回
職
場
点
検
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
に

は
、
工
務
・
電
気
・
運
輸
・
運
転
か

ら
各
協
議
会
議
長
、
茨
城
支
部
及
び

地
方
本
部
執
行
委
員
が
出
席
し
、
３
・

１
４
ダ
イ
ヤ
「
改
正
」
に
お
け
る
団

体
交
渉
の
あ
り
方
、
常
磐
線
不
通
区

間
に
対
す
る
取
り
組
み
（
放
射
線
量

等
）
、
エ
ル
ダ
ー
制
度
と
出
向
先
職

場
の
労
働
条
件
改
善
な
ど
で
意
見
交

換
を
図
り
ま
し
た
。

今
日
、
Ｊ
Ｒ
会
社
が
あ
ら
ゆ
る
職

種
で
業
務
委
託
拡
大
が
さ
れ
、
組
合

員
か
ら
は
労
働
条
件
改
善
を
求
め
る

声
が
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

出
向
戻
り
の
問
題
、
委
託
職
場
を
Ｊ

Ｒ
へ
戻
す
取
り
組
み
、
技
術
継
承
の

問
題
な
ど
、
今
後
も
会
議
を
重
ね
な

が
ら
地
方
本
部
と
し
て
の
方
向
性
を

意
思
統
一
し
ま
し
た
。

組

織

強

化

・

拡

大

、

労

働

条

件

改

善

の

闘

い

に

奮
闘
し
よ
う
！

職
場
総
点
検
プ
ロ
会
議
を
開
催

貨
物
会
社
は
３
月
２
０
日
、
国
労
闘
争
申
１
１
号

に
基
づ
く
回
答
と
し
て
、
１
６
年
連
続
と
な
る
「
ベ

ア
・
ゼ
ロ
」
回
答
を
行
っ
た
。
国
労
は
１
５
．
０
０

０
円
円
の
賃
金
引
上
げ
要
求
を
掲
げ
、
獲
得
に
向
け

て
多
く
の
社
員
の
賛
同
を
得
る
中
、
署
名
活
動
を
取

り
組
み
、
現
場
長
や
支
社
等
へ
の
申
入
れ
、
各
種
行

動
を
全
力
で
展
開
し
社
員
と
家
族
の
切
実
な
要
求
を

訴
え
て
き
た
が
、
貨
物
会
社
は
こ
の
声
に
応
え
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

貨
物
会
社
の
運
輸
収
入
は
、
上
半
期
は
前
年
度
を

上
回
る
収
入
を
確
保
し
た
が
、
下
半
期
は
10
月
に
発

生
し
た
土
砂
流
入
災
害
で
東
海
道
線
が
10
日
間
に
わ

た
り
寸
断
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
、
計
画
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
「
動
力

費
の
上
昇
」
、
「
線
路
使
用
料
の
増
加
」
が
経
営
に

重
大
な
影
響
を
与
え
、
「
鉄
道
事
業
の
営
業
損
失
は

計
画
に
達
し
な
い
見
込
み
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
平
成
28
年
度
の
鉄
道
事
業
黒
字
化
に
向
け
た
正
念

場
の
年
と
位
置
づ
け
、
平
成
30
年
度
に
お
け
る
『
経

営
の
自
立
』
に
全
社
を
挙
げ
て
取
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
「
平
成
27
年
度
の
新
賃
金
に

つ
い
て
は
、
定
期
昇
給
の
み
実
施
す
る
こ
と
と
す
る
。
」

と
し
ま
し
た
。

本
部
は
「
ベ
ア
・
ゼ
ロ
」
の
回
答
に
対
し
抗
議
行

動
を
展
開
し
ま
し
た
。
（
闘
争
指
示
第
36
号
）
①
各

級
期
間
は
貨
物
会

社
の
「
ベ
ア
・
ゼ

ロ
」
回
答
に
対
し

て
、
本
社
・
支
社

等
へ
の
抗
議
行
動

を
展
開
す
る
こ
と
。

②
抗
議
行
動
を
3

月
27

日
正
午
ま
で

実
施
し
ま
し
た
。

太
田
昭
宏
国
土
交
通
大
臣
は

３
月
７
日
、
常
磐
線
４
区
間
に

分
け
復
旧
、
再
開
す
る
と
マ
ス

コ
ミ
発
表
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
う
ち
、
東
日

本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事
故
の
影
響
で
不
通
と

な
っ
て
い
る
竜
田
駅
～
原
ノ
町

駅
間
（
現
在
は
バ
ス
代
行
運
転
）

に
つ
い
て
、
放
射
線
量
や
除
染

の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
て
４
つ

の
区
間
に
分
け
、
順
次
運
転
再

開
を
目
指
す
考
え
を
示
し
ま
し

た
。太

田
昭
宏
国
交
大
臣
は
不
通

区
間
に
つ
い
て
「
区
間
ど
と
に

放
射
線
量
や
鉄
道
施
設
の
被
災

状
況
、
除
染
の
進
捗
状
況
な
ど

が
異
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し

ま
し
た
。
「
帰
還
困
難
区
域
を

含
む
浪
江
駅
～
富
岡
駅
間
な
ど

４
区
間
に
分
け
、
復
旧
し
た
区

間
か
ら
順
次
開
通
し
て
き
た
い
」

と
述
べ
、
区
間
を
４
つ
に
分
け

復
旧
作
業
を
進
め
る
方
針
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
政
府
と
Ｊ

Ｒ
東
日
本
は
昨
年
11
月
、
同
区

間
の
早
期
再
開
に
向
け
復
旧
促

進
協
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

常
磐
線
の
不
通
区
間
の
う
ち

相
馬
駅
～
浜
吉
田
駅
間
（
２
２
・

６
㌔
）
は
、
平
成
29
年
春
の
運

行
再
開
を
目
指
す
と
し
て
い
ま

す
。

「２０１５年度４月１日以降の賃金改善につい

ての申し入れ」（国労東日本申第１３号、２０

１５年２月１２日付）を巡っては、国労東日本

指示第３０号に基づき、昨日のＪＲ東日本本社

への緊急要請に続き、３月２６日、各地方本部・

地区本部による、「速やかな交渉促進」と「私

たちの要求に対する回答」の上申を求め、支社

への要請行動が展開されました。


